
















A Study on  the Change of the Heroic Character on Recent American Film



























































































































































































































































































































































































































































































ンク・ダラボン／配給：ブロードメディア・スタジオ／ 2007年 11月アメリカ公開、2008年 5月日本公開）
２ 『クローバーフィールド／HAKAISHA』Cloverfield（監督：マット・リーヴス／脚本：ドリュー・ゴッダー
ド／製作：J.J. エイブラムス、ブライアン・バーグ／配給：パラマウント／ 2008年 1月アメリカ公開、2008
年 4月日本公開）
３ 『ハプニング』The Happening（監督：M.ナイト・シャマラン／脚本：M.ナイト・シャマラン／製作：バリー・













８『宇宙戦争』War of the Worlds（監督：スティーヴン・スピルバーグ／脚本：ジョシュ・フリードマン、デ
ヴィッド・コープ／原作：H.G.ウェルズ『宇宙戦争』／製作：キャスリーン・ケネディ、コリン・ウィルソ
ン／配給：UIP ／ 2005年 6月アメリカ公開、2005年 6月日本公開）
９ こうした主人公のヒロイックな行動が、根拠のない超人幻想として否定される最近の作品の例としては、ア
カデミー賞（作品賞、監督賞、他）受賞作『ノーカントリー』No Country For Old Men（監督・脚本：ジョ
エル・コーエン、イーサン・コーエン／原作：コーマック・マッカーシー『血と暴力の国』／製作：スコッ
ト・ルディン、ジョエル・コーエン、イーサン・コーエン／配給：パラマウント／ 2007年 10月アメリカ公開、
2008年 3月日本公開）が挙げられる。

